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           審   査   の   要   旨 
 
本研究は、自ら乗船して得た、南太平洋の IODPコアの遠洋性粘土を用いた世
界で初めての環境岩石磁気学研究であり、これまでに報告されていない興味深
い結論を導いており、博士論文に値すると考えられる。  
一つ目は、赤色粘土コアにおいて、表層から基盤直上に至るまで、生物源マ
グネタイトが磁性鉱物の主要な成分の一つであることを示した点である。走磁
性バクテリアは、微好気性であり堆積物あるいは水中の酸化還元境界付近に生
息すると考えられていた。酸化的な環境の赤色粘土において、生物源マグネタイ
トが主要な磁性鉱物であるという本研究の結果は、走磁性バクテリアの生態に
関する従来の考え方に見直しを迫る意外性のあるものである。 
二つ目は、ロングレンジの環境変動を推定したこと、すなわち
Eocene/Oligocene境界付近と 5〜6Maf付近で風成塵供給が増加したことを示した
点である。これは、既知のグローバルな寒冷化イベントに対応しているが、南太
平洋の堆積物からはこれまで報告されていなかった。さらに、高レアアース層と
磁気特性変化の関係から、レアアース濃集が、グローバルな古海洋イベントと関
係している可能性を示唆した。 
平成27年1月22日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと 
に論文の審査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項
について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして
認める。 
 
